
【東日本大震災時に避難所生活において被
災者が必要とした情報】 

①災害に関する情報 

②水、食料や生活物資の配給 

③水道、ガス等のライフライン復旧の見直し 

④家族の安否 

⑤避難所の後の住まい 
※避難に関する総合的対策の推進に関する実態調査結果（H25） 

被災者が必要とする情報に迅速にアクセスできる仕組みづくり（案） 

【現在の状況】 

○災害対策基本法の改正(H25.6) 

  ・安否情報の提供等 

  ・被災者台帳の作成 

○避難所における良好な生活環境の確保   

    に向けた取組指針の策定(H25.8) 

  ・被災者や要配慮者への情報提供 

  ・市町村と避難所や地域間の相互の 

   情報提供ルートの確立 

 大雨豪雨、竜巻被害での課題なども含め、被災者の立場に立った正確で必要な情報への
迅速なアクセスが十分に機能し、必要な支援が早期に受けられるよう情報拠点の整備も含
め、以下について検討する。 
 ①被災者にとって必要となる情報は何か 
 ②被災者が必要とする情報を、誰がどこで、どのように情報を吸い上げ、判断するか 
 ③被災者に正確かつ迅速に提供するための方法（被災者台帳の活用、HP、SNS等） 
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②ニーズ集約 
情報アクセス 

（避難所内での相
談窓口の設置） 

 ③個別のニーズに即した適切な情報提供 
（被災者台帳の活用等による個別のアプローチ等） 

関係機関等 
（インフラ・通信・医療・保険・就業・教育 他） 

要配慮者 
（高齢者・
障害者等） 

避難所
被災者  

○市町村（出張所） ○避難所 ○消防機関（消防団） 
○郵便局  ○コンビニエンスストア  
○災害ボランティアセンター 

 被災者 

○地方自治体のホームページ 
○被災者支援の ポータルサイト 

 情報拠点（集約・提供） 

地域拠点 

バーチャル上の拠点 

①被災者が必要とする情報 
食料・水の配給、インフラや通信の復旧、 
行政サービス、保健医療、銀行、住宅、 

就業、教育  他 

③
連
携 
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